
 

 

 

 
 

 

過ぎていくスピードと思い出せるモノと 
 

BIG BOSS  若狭孝太郎     

 

 「あっ（腕
Apple

時計
W a t c h

してないわ）」。試合会場に向かう自動車の中。左手首の日焼けしていない白い部

分を見て気がつきました。 

 大学生のときに「時計なんか持ってなくても困らんよ」と、笑顔で話す先輩がいました。「駅で

も、梅田でも、どこでも…、時間の表示なんかいっぱいあるやん」。確かにそう。いろんなところ

に時計がある。「それに、そもそも時間なんか気にせずに過ごしたいんや。…かっこええやろ？」 

 そんな何十年も前の話を思い出しました。 

 

 ６月が終わり、今年も半分が過ぎていきました。「早いなぁ」と感じます。１学期に皆さんと話を

していると、「楽しい時間は早く過ぎて、苦痛な時間は長く感じる」とか「集中しているとあっと

いう間やけど、だらけていると長いわぁ」などを聞きました。「５０分は長いけど１年は短い」な

んて、哲学的なことを言う人までいてました。 

 セントトーマス大学のアーロン・サケット教授が時間と意識について、「時間の経過について気

にすればするほど（早く過ぎて欲しいと願うほど）、遅く感じるし、時間の経過を気にせずに取り

組むときは、あっという間に時が過ぎたような感覚になる」と、実は皆さんと同じようなことを言

っているのです。さらに、時間と記憶については、「ある期間のでき事を数多く思い出せる時ほど、

その期間のことが長く感じられる。一年前のでき事について考えるとき、それが少し前かずいぶ

ん前かに感じられるかは、当時と今のあいだでどれだけの『もの』と『こと』を思い出せるか
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

だ」

と説明されました。 
 

 ７月が始まり、夏休みまであと少しとなりました。あなたの１学期はどんなスピードだったので

しょうか。すごく集中して取り組んだ活動や楽しくて充実した行事はあっという間に過ぎていっ

たことでしょう。大切なのは、そんな毎日の積み重ねをしっかり振り返りながら、仲間や家族や先

生と一緒に言葉にしていくことではないでしょうか。「あっという間に過ぎていった日々」が、た

くさんの思い出がつながる「長く感じられる期間」になっていくなんて、素敵やなぁと思うので

す。 

 

 すべての応援を終えて試合会場から帰宅しました。晩ご飯の前に風呂に入ると左手首がひりひり

する…。白い部分が赤く日焼けしていました。あっという間に。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三中 webサイト 教育委員会 
ﾕｰﾁｭｰﾌﾞﾁｬﾝﾈﾙ 

令和５年７月号 

摂津市学園町 1 丁目 3 番 1 号 摂津市立第三中学校 

TEL:072-633-0007 FAX:072-633-0008 

給食

1日 土

2日 日

3日 月 〇

4日 火 〇

5日 水 〇

6日 木 〇

7日 金 〇

8日 土

9日 日

10日 月 生徒会委員会 〇

11日 火 職場体験(2年) 1,3年〇

12日 水 職場体験(2年) 1,3年〇

13日 木 三者懇談

14日 金 三者懇談

15日 土

16日 日

17日 月 海の日

18日 火 三者懇談

19日 水 三者懇談

20日 木 終業式

７月の予定

ＰＴＡから冷凍庫のプレゼント！ 
 
冷却用の氷について、職員室に業務用製氷機を 

1 台設置していますが、特に夏場、製氷が 

追いつかず、氷が不足していました。 

ＰＴＡ本部役員の皆様に相談したところ、氷を 

貯蔵する冷凍庫(142L)をプレゼントしていただ 

きました。これからの暑い夏にむけて強力な味方 

となります。 

保護者の皆様、先生方、ありがとうございました。 

※期間 7 月 13 日（木）～19 日（水） 

 お子様の学校での様子やご家庭での様子を

お話できたらと存じます。 ご質問やご相談等

も遠慮なくおっしゃってください。ご家庭との

連携をより一層強めて参りたいと存じます。 

よろしくお願いいたします。 

※期間 7 月 1 日（土）～31 日（月） 
交通事故防止に向けて、交通ルールをきちん

と守ること、特に自転車に乗る時のスピード等

周囲への安全配慮とマナーおよび自転車保険

の加入状況についても再確認する機会としま

しょう。 

給食

25日 金 始業式

26日 土

27日 日

28日 月 二測定　生徒会委員会

29日 火 ３年第２回実力考査 〇

30日 水 〇

31日 木 生徒会委員会 〇

８月の予定

tel:072-633-0007


 

【1 年生】 

１年生では、６月８日に「ジュニアハートプログラム」の取り組みを行いました。 

 目標： クラスの仲間一人ひとりの個性を理解・尊重し、クラスの仲間とつながる 

             ～クラスの輪を広げよう、深めよう～ 

  無言で誕生日順に並んだり、集団を作ったり、フラフープ

くぐりをしたりなど、活動を通して、人間関係を良くするため

の勉強を行いました。普段とは違うクラスの仲間の一面を

見る機会になりました。生徒たちは積極的に取り組み、  

良い笑顔をしていました。 

【2 年生】 

 

 ２年生では、７月１１日(火)、１２日(水)の２日間、４年ぶりに職場体験を実施しま

す。6 月 26 日（月）～30 日（金）は各自がお世話になる事業所に事前訪問を行い、本

番に向けての打ち合わせを行いました。今まで学んだことをしっかり意識しながら有意

義な２日間を過ごせるように準備をして下さい。 

【3 年生】＜修学旅行に行ってきました＞ 

6 月７日～９日の三日間、金沢・富山方面に行ってきました。それぞれ自分の役割を

果たそうと一生懸命な姿・あまり話したことのない友達とも積極的に関わり全力で楽し

んでいる姿など、一人ひとりが目標に向かって様々なことに取り組みました。１日目は

金沢散策・サプライズの花火・クラスレクリエーション、２日目は立山アルペンルート

散策・黒部川ラフティング・語る会、３日目は彦根スカイアドベンチャーでアスレチッ

ク体験をして過ごしました。バスや宿舎などクラス単位で動くことが多かったので、さ

らにクラスの絆が深まった修学旅行になりました。この修学旅行で得たことを修学旅行

だけで終わるのではなく、これからの学校生活や行事に繋げていきましょう。 

【生徒会より】 

 スローガンの「開花」の目標のもとに、執行部は２回目のチャンピオンズリーグを開催し、

「しっぽ取り」のレクリエーションを通して、生徒の交流を深めました。他にも美化への取り組

みや異学年の交流、体育祭の取り組みや学校での過ごし方の改善など、各委員会が活動に励ん

でいます。また、この１か月間で執行部の校内ラジオも始まり、新しく来られた先生を中心に紹

介の放送をしています。１学期も残りわずかとなりましたが、委員会ごとに様々な取り組みを

実行する予定です。 

 

【授業力向上委員会】 

期末テストが終わり、１学期も残りわずかとなりました。生徒の実情を知り、より良い授業をつ

くるために、全生徒を対象にアンケートを行っています。また、夏休みには指導と評価の一体化

をテーマに研修を行う予定です。学んだ内容を２学期以降の授業に生かし、わかりやすい授業

づくりの実践にむけて取り組みを進めていきます。 

【生徒指導より】 

６月２０日に、不審者侵入時対応訓練を行いました。22年前の大阪教育大学附属池田小学校

の事件について、担任から事前に説明を行いました。終礼後に不審者が入ってくるという設定

で、生徒が教室内を施錠して不審者の侵入を防ぎ、いざというときのための心構えととるべき

行動を確認しました。 

また、７月１８日には警察の方に来ていただいて、全生徒を対象に夏休みに気をつけておか

なければいけないこと（ＳＮＳトラブルや交通ルール等）について話をしていただきます。生

徒指導部からも夏休みの過ごし方についてプリントをお配りします。夏休みが安全かつ充実し

たものとなるよう、お子様と内容を確認し、夏休みの過ごし方について話し合うきっかけとし

ていただきますようお願いします。 
 

【道徳・人権教育より】 

◆１年   

１年生では、６月に入り、学年の教員が全員各クラスで授業を行いました。また各授業での振り

返りを載せた道徳通信も引き続きお子様に配付しています。また１学期終わりに学習した内容

の一覧を載せようと思います。個人個人の考えが尊重される道徳をこれからも行っていきたい

と思います。 

◆２年   

 ２回目のローテーションが終わりました。今回は、「自分って何だろう」(向上心・個性の伸長)、

「挨拶は言葉のスキンシップ」(礼儀)、「恋する涙」(友情・信頼)、「美しい鳥取砂丘」(遵法精

神・公徳心)を学びました。期末テストも終わり、道徳通心の配付も再開されます。 

◆３年 ３年生は４人の先生と以下のことがらを学んでいます。 

宮上先生とはリオオリンピックでレスリングの四連覇を逃し、涙した吉田沙保里選手を題材に

より高い目標をめざすことについて考えました。彼女が銀メダルから得たものとは・・・。 

植島先生とは『昔と今を結ぶ糸』を学習しました。修学旅行前の話し合いで投げやりな態度

を取っていた孝がそれまで意識していなかった日本の伝統文化の素晴らしさに気付きます。 

竹内先生とは節度を守り、望ましい生活習慣を送る大切さについて考えました。一人住まいを

始めた私は自由と自堕落を混同しつつある自分を「独りを慎む」という言葉で戒めます。 

中尾先生とは出迎えと見送りの仕方を実際に体験することで、『おもてなしの心』について考

えました。出迎え三歩、見送り七歩という相手を気遣った行動を通して学びがたくさんありまし

た。 


